
能 登 半 島 被 災 地 を 訪 問 し て
町
で
は
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の

被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
応

援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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令
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年
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半
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町
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被
災
地
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問

熊
本
地
震
の
経
験
・
教
訓
を
伝
え
る

　

西
村
町
長
は
、
５
月
７
日
、
８
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
で
あ
る
石
川
県
輪わ

島じ
ま

市し

、
珠す

洲ず

市し

、
七な

な

尾お

市し

、

能の

登と

町ち
ょ
う

、
穴あ

な

水み
ず

町ま
ち

、
中な

か

能の

登と

町ま
ち

、
志し

賀か

町ま
ち

の
７
市
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

輪島市の被害状況／割れた地面
と倒壊した建物の数々。いまだ
震災の爪痕が生々しく残る

派遣職員の活動／平成28年熊本地震
の経験を生かし、被害認定調査業務な
どに当たる熊本県対口支援チーム

西
村
町
長　

倒
壊
し
た
家
屋
を
見

て
、
8
年
前
の
記
憶
が
よ
み
が
え

り
ま
し
た
。
主
要
道
路
網
の
寸
断

が
物
資
供
給
と
復
旧
作
業
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
ど

の
首
長
の
顔
に
も
疲
労
の
色
が
に

じ
ん
で
お
り
、
体
調
管
理
の
重
要

性
を
強
調
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

新
た
な
局
面
が
次
々
と
訪
れ
、
多

く
の
決
断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ

の
中
で
、
住
民
の
生
活
再
建
を
最

優
先
に
考
え
、
最
後
ま
で
寄
り
添

い
、
共
に
立
ち
向
か
う
職
員
も
守

る
、
そ
う
す
れ
ば
必
ず
復
興
は
進

む
と
首
長
た
ち
に
伝
え
ま
し
た
。 穴水町　吉

よし

村
むら

光
こう

輝
き

町長と意見交換

　

町
長
は
被
災
自
治
体
の
首
長
や
担
当
職

員
と
意
見
交
換
を
行
い
、
現
状
の
説
明
を

受
け
る
と
と
も
に
、
平
成
28
年
熊
本
地
震

か
ら
得
た
経
験
・
教
訓
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

各
自
治
体
の
状
況
は
異
な
り
ま
す
が
、

特
に
輪
島
市
や
珠
洲
市
で
は
、
い
ま
だ
断

水
が
続
く
地
域
が
存
在
し
、
平
地
が
少
な

い
た
め
に
災
害
ご
み
置
き
場
や
応
急
仮
設

住
宅
な
ど
の
用
地
確
保
が
困
難
で
あ
る
な

ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ

と
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

町
長
は
、
災
害
公
営
住
宅
の
需
要
調
査

の
早
期
実
施
や
、
応
急
仮
設
住
宅
入
居
者

に
対
す
る「
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
」の
設
置

な
ど
、
住
民
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
の

重
要
性
を
説
明
。
さ
ら
に
、
今
後
本
格
化

す
る
復
興
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、
益
城

町
は
計
21
回
の
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、

住
民
の
意
見
を
丁
寧
に
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
計
画
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
町
の

取
り
組
み
や
、
国
・
県
へ
の
要
望
に
反
映

で
き
た
と
い
う
経
験
を
伝
え
ま
し
た
。

　

能
登
半
島
の
復
旧
は
困
難
を
極
め
、
多

く
の
時
間
や
物
的
資
源
、
人
的
支
援
を
必

要
と
し
ま
す
。

　

益
城
町
は
、
１
月
か
ら
役
場
職
員
を
被

災
自
治
体
へ
の
支
援
の
た
め
に
派
遣
し
ま

し
た
。
志
賀
町
へ
災
害
廃
棄
物
処
理
支
援

と
し
て
２
人
、
熊
本
県
保
健
師
等
チ
ー
ム

の
一
員
と
し
て
１
人
、
能
登
町
へ
公
費
解

体
業
務
支
援
と
し
て
１
人
派
遣
。
輪
島
市

へ
は
熊
本
県
対た
い

口こ
う

支
援
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
15
人
派
遣
し
、
被
害
認

定
調
査
業
務
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
被
災
者
や
自
治
体
職
員

の
皆
さ
ま
に
心
を
寄
せ
、
で
き
る
限
り
の

支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
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